
 

 

 

 

 

プール開き(４・５歳児クラス) 

水遊び開始(０・１・２歳児クラス) 

プール開き(３歳児クラス) 

   身体計測 避難訓練 （全クラス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

  

 

 

                                     （５歳児クラス） 

田植え当日、テーブルの上に稲を置いておくと、子どもたちが観察を始めました。優しく撫でるよう

にして「ふわふわで気持ちいいね」「お米の赤ちゃんだ」と話したり、米作りの本を片手に「今、この

位の大きさだね」と実物と写真を見比べたりしていました。「ここにお米がついているよ」「なんかも

やしのひげみたいだね」「つるっとした葉っぱなんだね」など、

稲を間近で見ると新しい発見もありました。稲の持ち方や田植え

の仕方、“ピンと立った状態”が上手く植わった状態ということ
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今月の行事予定 

 

 

 

 

園だより  ７がつ 

今月は『田植えの様子』を紹介します 

 

みなみ 

「〇〇先生どこに行ったの」 

「お勉強しに行ったよ」 

「どこにおべんとう買いに 

行ったんだろうね」 

テラスで虫を見つけた時の事。 

「何虫だったの」 

「こがめむし（黄金虫）だって」 

子どものつぶやき 

(2 歳児クラス) 

暑さ本番になる前の梅雨空の合間に６月はたくさん散歩にでかけました。３歳児クラスは少し長い距離

を歩けるようになりたいという思いがあり、散歩先としては近いのですが南１丁目公園へ遠回りして出かけ

て行っています。「いってらっしゃい」と見送りながら初めのころは少し心配していたのですが、今では「いっ

てらっしゃい」と声をかけると、「いってきます」と手を振りハイタッチして元気に出かけて行く姿を安心して送

り出せるようになりました。園に帰ってくるときも、虫が入った飼育ケースがたくさん並んでいる隣の４歳児

クラスがうらやましいのか、自分たちも散歩先でたくさん虫を探し、「ただいま」と飼育ケースとともに元気に

帰ってくるようになった姿にたのもしさを感じています。 

 ７月に入るといよいよ暑さ本番になるので、散歩に行く機会はなくなりますが、乳児クラスは水遊び、幼児

クラスはプール活動を通して夏も快適に過ごしたいと思います。 

 



 

 

などを聞いてから、いざ田植えです。

田んぼ作りでは手も腕も服も泥んこになる程勢いがあった子どもたちも一転、稲が倒れないようにと慎重

です。自分が植えた稲を見て「ピンと立ったよ」と上手くできたことが嬉しそうでした。稲も根付き、生長

中です。毎日、水やりや藻取りをしながら見守っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

今月は０・１・２歳児クラスの子どもたちの様子を紹介します。 

 

 

 【０歳児 ありんこ組】 

 
室内にあるトンネルに子どもが入っていったので、保育士がトンネルの反対側に先回りをし身

を潜めていると保育士に気が付きじっと見つめてきます。「ばー」と顔をのぞかせると、満面の

笑みが返ってきました。保育士が顔をのぞかせては隠れて、を繰り返すと、保育士が隠れるたび

に（出てくるかな）と、ワクワクした表情で待ってくれているのがわかります。「ばー」と顔を

見せ目が合うと声を出して喜んでくれます。二人で声を出して笑い合っていると、他の子どもた

ちもそばに来て、同じように「ばー」と言ったり、隠れたりして楽しんでいました。 

これからも、ワクワクした気持ちに共感しながら保育士とやりとりする楽しさが感じられるよ

うに関わっていきたいと思います。 

 

 【１歳児 てんとうむし組】 

 
 保育士がくまのぬいぐるみを寝かしつけているとそばで遊んでいた子が、のぞき込んでいます。

保育士が「ねんね。しー」と伝えると「しー」と言いながら優しくトントンしてくれました。そ

の様子を見ていた子も、同じように布団とハンカチを棚から出し、隣にくまを寝かし始め、友達

と顔を見合わせながら互いに「しー」と言っています。しばらくして、保育士が他の子と「かん

ぱーい」と飲む真似をしていると、寝かせていた子が保育士の顔をのぞき込みながら「しー」と

知らせてきました。「ごめんね。くまさん起きちゃうもんね」と保育士が小さな声で返すと、頷い

て再びトントンと寝かしていました。遊びの中で身近な生活を再現しながら、片言や仕草で保育

士や友達との関りも楽しんでいます。 

 子どもの思いに共感しながら、遊びの中で身近な生活を再現して楽しめるようにしていきます。 

 

 【２歳児 みつばち組】 

 
ホールに行くと「リズムやろうよ」と子どもたちから声が上がります。音楽に合わせて走ったり、

ジャンプしたりすることが人気で、『うさぎ』『とんぼ』『きしゃ』は「もう 1 回」と何度もリクエ

ストがきます。汽車は自分が電車になりきり、大井町線『自由が丘』から始まって目指すは『大岡

山駅』です。音に合わせてだんだんスピードを上げていくところは、大興奮です。自分の腕を車輪

に見立てて回す時の顔は真剣そのものです。 


